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昨
年
、
二

O
O
二
年
八
月
に
私
は
、
敦
偉
疏
勤

河
流
域
、
居
延
肩
水
候
官
遣
社
の
現
地
調
査
に
行

っ
た
折
り
、
教
健
市
博
物
館
に
て
こ
の
園
版
を
得

た
。一

四

O
頁
か
ら
な
る
こ
の
警
は
、
「
文
物
遺
祉
」

「
文
物
園
版
」
「
敦
煙
例
爺
廟
五
涼
時
期
墓
葬
祭

掘
筒
報
」
の
三
部
か
ら
な
り
、
園
版
は
す
べ
て
鮮

明
な
カ
ラ

1
宵
局
員
で
あ
る
。
遺
跡
は
懸
泉
遣
社
、

凌
胡
慮
、
厭
胡
健
、
千
秋
燈
な
ど
漢
代
の
峰
崎
胞
の

そ
れ
で
あ
り
、
懸
泉
遺
祉
を
除
い
て
は
、
小
方
盤

城
(
ス
タ
イ
ン
遺
祉
番
競
、
、
H
，

E
)
以
西
に
鮎
在

す
る
遺
跡
で
あ
る
。
な
お
、
厭
胡
燈
と
こ
の
園
版

が
記
す
も
の
は
、
確
認
さ
れ
て
い
る
最
西
端
の
峰

崎
聴
で
あ
る
叶

E
、
凌
胡
燈
と
は
、
大
前
、
都
候
官

が
信
一
か
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
叶
宰

遺
跡
で
あ
る
。
疏
勅
河
流
域
の

一
連
の
渓
代
峰
崎
地

の
調
査
報
告
と
鮮
明
な
窮
漢
は
二

O
O
一
年
に
出

版
さ
れ
、
我
が
園
に
も
入
っ
て
き
た
甘
粛
省
文
物

局
編
、
岳
邦
湖

・
鍾
聖
組
著

『疏
勅
河
流
域
漢
代

長
城
考
察
報
告
』
(
文
物
出
版
社
)
が
極
め
て
詳

細
に
傍
え
る
。

「文
物
園
版
」
は
二

O
世
紀
後
半
か
ら
今
世
紀

二
O
O
一
年
ま
で
、
敦
埠
周
透
か
ら
出
土
、
後
見

さ
れ
た
青
銅
時
代
か
ら
清
に
い
た
る
二

O
O近
い

文
物
を
大
き
さ
、
出
土
地
、
出
土
年
を
付
し
て
掲

載
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
一
九
五
一
年
莫
高
窟

か
ら
後
見
さ
れ
た

『唐
書
地
志
」
な
ど
も
含
ま
れ

る。
な
か
で
も
私
の
研
究
領
域
に
深
く
関
わ
り
、
無

視
で
き
な
い
出
土
文
字
資
料
は
、
四

一
枚
の
木
簡

で
あ
る
。
四

一
枚
の
う
ち
、
二
六
枚
は
編
綴
さ
れ

た
所
書
で
あ
り
、
一
九
九

O
年
四
月
に
西
湖
清
水

溝
敬
か
ら
出
土
し
た
漠
代
の
暦
、
残
り
の
一
五
の

木
簡
は
、
検
、
稿
、
簿
籍
な
と
を
含
ん
だ
そ
れ
ぞ

れ
個
別
の
筒
、
一
五
枚
は
な
べ
て
一
九
九
八
年
一

O
月
玉
門
閥
遣
社
か
ら
出
土
し
た
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
記
す
と
こ
ろ
の
玉
門
閥
と
は
、
本
書
「
文

物
遣
社
」
の
第
二
番
目
に
「
玉
門
閥
」
と
し
て
官
局

長
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
方
盤
城
(
口
と
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

以
下
に
私
が
緯
讃
し
た
一
五
枚
の
木
簡
を
記
す
。

な
お
、
緯
讃
は
本
書
の
園
版
を
も
と
に
な
し
た
も

の
だ
が
、
小
さ
く
不
鮮
明
な
文
字
も
い
く
つ
か
あ

り
、
ま
た
自
信
の
も
て
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
各

木
簡
の
大
筋
の
内
容
は
誤
つ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ

、「ノ
。

①
玉
門
都
尉
府
陽
玉
門
廷
高
亭

②
玉
門
都
尉
府
以
亭
行

三
月
乙
丑
東
門
卒
口
以
来

古
同
望
候
長

①
-
時
一
錨
一
化
吏
口

④
敦
煙

⑤
候
長
朱
可
/
馬

一
匹
胞
牡
歯
八
歳
高
五
尺
七
寸

牟
寸
/
母
綴

⑥
図
口
口
銭
高
二
千
二
百
耐
/
其
二
千

一
百
六
十

回
褒
七
月
表
九
月
/
二
千
一
百
六
十
倉
沓
夫
七

月
蓋
九
月
/
除
四
人
登
一
時
省
選
銭
直
七
千
九

百
廿

⑦
主
二
人
削
工
二
人
作
席
一
人
牧
羊

一
人

馬

下

口

人

口

千

人

一

人

除

府

中

糞

③
出
粟
五
石
四
斗
以
食
{
呂
大
奴
三
人
積
九
十

人
と
六
升

⑤
出
粟
五
十
石
三
斗
五
升
/
其
術
三
石

五

斗

食

馬
五
匹
十

一
月
乙
亥
輩出
発
卯
廿
九
日
積
百
品
川
五

匹
三
ニ
斗
/
六
石
四
斗
五
升
食
馬

一
匹
十

一
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月
乙
亥
蓋
発
卯
廿
二
日
積
廿
二
匹
と
三
斗
其
七

日
府
丞
之
敦
燥

⑬
玉
門
閥
育
夫
致
穀
王
光
里
公
乗
張
敬
年
世
七

移
図

⑪
大
煎
都
候
令
史
羊
倣
士
吏
張
長
迭
卒
還
到
東
門

図
⑫
玉
門
書
移
隊
長
腕
建
依

⑬
倉
曲
目
言
大
前
…都
士
吏
杜
宣
責
雌
秩
候
長
孫
憲
銭

九
百
五
十
鶏
移
陽
閥
都
尉
府
四
月
巳
酉
史
口

口
口
図

⑬
非
常
曹
言
左
活
向
調
頻
陽
砕
巳
校
士
李
諦
有
出
開
致

籍
言
大
守
府
五
月
辛
亥
守
腐
長
奏
封

⑬
玉
門
移
建
始
元
年
計
吏
卒
乗
亭
陥
郭
別
簿
都
尉

郭
卒
四
人
校
寛
寧
元
年
計
卒
十
八
人
承
除
少
十

四
人
解
何

以
上
、

一
五
枚
の
簡
は
、
玉
門
閥
、
玉
門
都
尉

府
と
の
闘
係
を
物
語
る
無
視
で
き
な
い
簡
で
あ
る

こ
と
瞭
然
で
あ
る
。
特
に
、

②
は
、
玉
門
都
尉
府

に
向
け
て
出
さ
れ
た
検
で
あ
り
、

③
の
「
出
入
閥

刺
」
と
は
、
開
所
を
出
入
し
た
人
間
(
も
し
く
は

物
品
)
の
記
録
(
刺
)
で
あ
る
。
ま
た
⑬
に
は

「
玉
門
開
直
面
夫
」
と
い
う
官
職
名
も
確
認
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
そ
れ
ら
が
出
土
し
た
遺
杜
が

玉
門
都
尉
府
の
官
署
が
置
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
か
っ
そ
こ
は
「
玉
門
閥
」
の
遺
祉
で
も
あ

っ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
と
言
っ

て
よ
か

ろ
う
。
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、

一
五
枚
は
な
べ

て
一
九
九
八
年
一

O
月
玉
門
閥
遣
社
か
ら
出
土
し

た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
言
う
玉
門
閥
と

は
、
叶
日
仏
遣
社
、
小
方
盤
城
で
あ
る
。

漠
代
玉
門
闘
が
と
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
に

関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
出
さ
れ
て
お
り
、

特
に
近
年
は
疏
勤
河
流
域
の
峰
崎
地
か
ら
多
く
の
木

簡
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
ス
タ
イ
ン
か
ら
始
ま

る、
H
，

E
遺
祉
を
玉
門
閥
と
の
見
方
に
疑
問
符
が

付
け
ら
れ
て
き
た
。
か
く
い
う
私
自
身
も

『東
洋

史
研
究
』
四

八

四

(

一
九
九

O
年
)
で
「
漠
代

透
境
の
開
所
|
|
玉
門
閥
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
」

を
愛
表
し
、
、
H
，
E

H
玉
門
閥
遺
祉
を
否
定
し
、
む

し
ろ
ロ
N
H

(
馬
圏
湾
)
こ
そ
漢
代
玉
門
欄
が
置

か
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

拙
論
は
、
馬
圏
神
間
出
土
簡
の
全
憶
が
い
ま
だ
昨
夜

表
さ
れ
て
は
い
な
い
段
階
の
も
の
で
、

一
九
九

一

年
に

「敦
憧
漢
筒
』
(
中
華
書
局
)
が
出
版
さ
れ
、

ま
た
今
日
に
至
る
研
究
成
果
(
『透
境
出
土
木
簡

の
研
究
』
朋
友
書
庖
二

O
O三
年
、
参
考
)
を

踏
ま
え
れ
ば
、
全
面
改
正
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
こ
こ
に
奉
げ
た

一
五
本
を
見
れ
ば
、

叶
E

H
玉
門
都
尉
府
H
玉
門
閥
は
、
こ
れ
で
決
ま

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
:
:
:
で
あ
る
。

一
五
本
の
簡
に
関
し
て

脈
に
落
ち
な
い
こ
と
が
あ
る
。
既
に
、
大
鷹
蒼
龍

氏
が
「
績
編
木
簡
出
土
峰
崎
地
紀
行
」

(金
子
卓

義
編
集

『書
作
」

三
八
八
、

二
O
O
三
)
に
お
い

て
、
官
舟
邑
(
を
翠
げ
て
明
快
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
貧
は
前
頁
に
暴
げ
た
⑤

「
敦
濯
」
、
こ
れ

は
長
方
形
の
褐
に
属
す
る
筒
鰻
だ
が
、
馬
圏
湾
出

土
簡
H
N
ω

印
(ロ
Z
J「日
)
そ
の
も
の
で
あ
る
。
と

な
れ
ば
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

、つつ二
O
O二
年
六
月

蘭
州
、
甘
粛
省
人
民
美
術
出
版
枇

A
4
版

一
四
O
頁
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高

山鳥

航

中
園
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
数
は
い
か
な
る
位
置

を
占
め
て
い
た
の
か
。
こ
の
間
い
に
は
様
キ
な
答


